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今月の表紙は、10月８日に開催された
　　　　　　　にしはら保育園運動会の様子です。
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国民健康保険税第７期／11月30日

毎月19日は「にしはら自己啓発の日」です。
月に一度は、自らの言動を振り返り、自己実現を目指しましょう。
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戦没者追悼式
（村民体育館）

ＥＭ配布日

女性セミナー
（改善センター）

法律相談（のぎ
く荘）
3歳6ヶ月児健
診（改善センタ
ー）

文化の日

人権相談（のぎ
く荘）
ウォーキング
教室（11ペー
ジ参照）

ふれあい祭り
ウォーキング
教室

ふれあい祭り
阿蘇郡市町村
対抗駅伝大会

勤労感謝の日 寿生大学（改善
センター）
心配ごと相談
（のぎく荘）

河原フェスタ
山西フェスタ

お誕生学級・
ひよこ学級（山
河の館）
EM配布日

ウォーキング
教室

死亡事故発生

←中学２年生修学旅行→←中学２年生修学旅行→←中学２年生修学旅行→
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　最近、交通事故が増えてきています。特に、主要地方道　熊本高森線、県道堂園小森線での事故
が目立っており、交通マナーもひどくなっているように見受けられます。通常、あまり危険と思え
ないゆるやかなカーブや直線、などの場所で発生しています。原因は、前方不注意、信号無視、無
理な追越し、わき見による中央線越えなどの危険運転です。
　行楽の季節となり、村外からの来遊者や南阿蘇・高森～宮崎への通過点として多くの方が通行さ
れ、交通量も日増しに増加する傾向にありますので、必然的に事故の発生率も高くなると思われま
すが、一旦事故を起こせば、また被害に遭われれば、家族一同悲惨な結果を受けなければなりませ
ん。「ちょっとぐらい」などと気を緩めず、車・バイク、自転車を
運転する際は、危険予測・交通マナーの遵守に心がけてください。

受付期間：11月７日【月】～30日【水】
受付場所：にしはら保育園
面　　接：12月７日（水）午前９時～午後１時
面接場所：にしはら保育園子育て支援室
入所手続き：入所を希望される方は、にしはら

保育園に準備してある入所申込書
を期間内に提出してください。

入所基準：入所可能な児童は０歳児から５歳児
で、保護者（または養育者）のいず

れも右に記載されてい
る①～⑤の事情があ
り、その児童の保育が
できない場合。

■平成24年度から、にしはら保育園へ新規に入所を希望される方は、次の日程で申し込みを受け
付けます。
■現在、にしはら保育園に通園中の園児については、別途継続入所確認書の提出が必要となります。

①家庭外労働
　家庭外で仕事をすることが普通であること。
②家庭内労働
家庭内で児童と離れて日常の家事以外の仕事
をすることが普通であること。
③母親の出産など
母親（または養育者）が出産の前後、病気、
負傷または心身に障害がある。
④病人の看護など
家庭に長期にわたる病人や心身に障害のある
人がいるため、親（養育者）がいつもその看
護にあたっている。
⑤家庭の災害
地震、風水害、火災などで家屋を破損したた
め、その復旧にあたっている

平成24年度　保育所入所ご案内

死亡事故発生！！　俵山バイパス　トンネル手前 〈10月８日（土）〉

【問い合わせ先】にしはら保育園
　　　　　　　　☎279‐2054

死亡事故発生死亡事故発生死亡事故発生

←中学２年生修学旅行→

・主な事故発生地点です。気をつけま
しょう。(10月現在　人身21件、負
傷者40名、死亡１名)

　　　　　役場総務課　☎279‐3111



【村税】村民の皆さまから村に納めていただいた税金です。
【地方交付税】各地方自治体の財政的な不均衡を調整し、どの
地域に住んでいる人にも標準的な行政サービス等が提供できる
ように、国税の一部を地方自治体に交付されるお金です。
【国庫・県支出金】国や県から、村で行う各種事業や災害復旧
など特定の事業に対し、補助金や委託金などの形で交付される
お金です。
【村債】大きな建設事業などを行うために、国や県、金融機関
などから借り入れたお金です。

歳入科目 H22年度 H21年度 増減額

自
主
財
源

依
存
財
源

75,272

6,253

7,878

3,843

29,033

122,279

17,841

143,454

40,194

29,113

32,720

263,322

385,601

73,103

6,889

5,692

1,703

24,329

111,716

18,085

135,540

28,635

19,648

19,410

221,318

333,034

2,169

△ 636

2,186

2,140

4,704

10,563

△ 244

7,914

11,559

9,465

13,310

42,004

52,567

単位：万円
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19.5％

自主
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繰入金1.0％

分担金等
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財産収入等
2.0％

8.5％
県支出金

村債

10.4％

国庫
支出金

7.6%

68.3％

依存
財源

34億4,249万円 3838億5,6015,601万円万円38億5,601万円一般会計の歳入総額

村 税

分 担 金 等

財産収入等

繰 入 金

繰 越 金

小 計

譲 与 税 等

地方交付税

国庫支出金

県支出金等

村 債

小 計

合 計

　平成22年度の一般会計および特

別会計の決算が９月の村議会定例

会で認定されました。

　村民のみなさんに納めていただ

いた税金や、国・県からの補助金

がどのように使われたかお知らせ

します。

歳入とは？
家庭の家計簿でいう収入にあたるものです。村税などの村が自
ら調達できる自主財源と、地方交付税などの国や県などから交
付される依存財源に分かれます。
歳出とは？
家庭の家計簿でいう支出にあたるものです。主に人件費や扶助
費などの義務的経費と、普通建設事業費などの投資的経費と、
物件費や補助費などのその他の経費に分けられます。
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一般会計の歳入総額

38億5,601万円、
一般会計の歳出総額

34億4,249万円
となり差引4億1,352万円（う

ち翌年度繰越すべき財源1億

4,957万円）となりました。

　厳しい財政状況のなか効果

的な予算執行に努めました。

歳入総額
38億5,601万円

地方
交付税 譲与税等

繰越金
7.5％

4.6%37.2％
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【議会費】議会運営などに使うお金です。
【総務費】行政の運営管理などに使うお金です。
【民生費】社会福祉、障がい者福祉、高齢者福祉、
児童福祉などに使うお金です。
【衛生費】ゴミの収集や健康増進事業などに使うお
金です。
【農林水産業費】農林水産業の振興などに使うお金
です。
【商工費】商工業や観光振興などに使うお金です。
【土木費】道路・河川などの整備に使うお金です。
【消防費】消防や防災活動などに使うお金です。
【教育費】小・中学校の整備・運営や文化・スポー
ツなどに使うお金です。
【災害復旧費】水害等にあった道路などの施設を原
形復旧するために使うお金です。
【公債費】村が借り入れたお金の元金の償還と利子
の支払いに要するお金です。

【人件費】職員や特別職の給与、議員および各種委員
会の委員報酬に要する経費です。
【扶助費】社会保障制度の一環として、子ども手当や
乳児・老人・重度障がい者の医療費などに使われるお
金です。
【公債費】村が借り入れたお金の元金の償還と利子の
支払いに要するお金です。
【普通建設事業費】道路、河川などの整備や公共施設
の新増設に要するお金です。
【物件費】消耗品、旅費、通信運搬費、業務委託などに
要するお金です。
【補助費等】各事業や団体への補助金や負担金に要す
るお金です。
【維持補修費】村が管理する公共施設、道路などの維
持や管理に要するお金です。

歳出科目 H22年度 H21年度 増減額

義
務
的
経
費

そ　

の　

他

投
資
的
経
費

63,154

25,512

58,202

146,868

37,056

923

37,979

29,237

11,589

45,233

10,999

0

22,096

119,154

304,001

67,262

35,290

57,241

159,793

63,404

91

63,495

28,015

4,352
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19,590

0

23,004

120,961

344,249

4,108

9,778

△ 961

12,925

26,348

△ 832

25,516

△ 1,222

△ 7,237

767

8,591

0

908

1,807

40,248

単位：万円

■目的別歳出

H22年度 H21年度 増減額

6,477

66,787

61,378

23,322

19,724

1,755

28,344

14,896

22,193

923

58,202

0

304,001

6,555

73,184

73,183

25,935

21,245

1,230

15,960

13,167

56,458

91

57,241

0

344,249

78

6,397

11,805

2,613

1,521

△ 525

△ 12,384

△ 1,729

34,265

△ 832

△ 961

0

40,248

単位：万円

■性質別歳出

歳出総額
34億4,249万円

歳出総額
34億4,249万円

総務費
21.3％

民生費
21.3％

人件費
19.5％

物件費
8.1％

補助費等

その他
義務的
経費
46.4%

13.4％

扶助費

積立金

10.3％

繰出金
6.7％

5.7％公債費
16.6％

公債費
普通建設
事業18.4％

16.6％

35.2％

衛生費
7.5％

農林水産業費
6.2％

議会費
1.9％

商工費0.4％

維持補修費
1.3％

投資的経費
18.4％

土木費4.6％

消防費
3.8％

災害復旧費
0.0％

災害復旧事業
0.0％

教育費
16.4％

性 別歳出

3434億4,2494,249万円万円 38億5,601万円34億4,249万円一般会計の歳出総額
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物 件 費

維持補修費

補 助 費 等

積 立 金

投資及び出資金貸付金

繰 出 金

小 計

合 計

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

災害復旧費

公 債 費

諸 支 出 金

合 計
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西
原
さ
ん
宅
の
家
計
簿

　

財
政
用
語
が
非
常
に
難
し
か
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
ケ
タ
が
大
き
す
ぎ
て
実
感

が
わ
か
な
い
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
村
の
財
政
状
況
を
身
近
に
感
じ

て
い
た
だ
く
た
め
に
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
決
算
の
規
模
を
１
、
０
０
０
分

の
1
に
縮
小
す
る
と
と
も
に
、『
西
原
さ
ん
宅
の
家
計
簿
』
に
例
え
て
表
現
し

て
み
ま
し
た
。
村
の
財
政
と
家
庭
の
家
計
簿
で
は
仕
組
み
が
違
い
、
完
全
な
置

き
換
え
が
難
し
い
部
分
が
多
々
あ
る
こ
と
を
ご
了
解
く
だ
さ
い
。

　長年続く不況のせいで、給料（村税など）は、去年とほとんど変わ

らず、全体の収入の21%程度で、それだけでは毎年必要な経費等をま

かなえませんでしたので、あとは親からの仕送り（地方交付税、国・

県補助金など）を増やしてもらったところです。それでも足りません

でしたので、銀行などからの借入金（村債）を補てんして生活してき

ました。

■収入は・・・

収　　　入
収入費目 歳入区分（目的別）

村税・分担金及び負担金・使用料
及び手数料など

地方交付税・各種交付金・国庫支
出金・県支出金など

親からの
仕送り
（援助）

前年度
からの
繰越金

不動産
収入など
銀行から
の借入金
貯金の
取り崩し

給料

財産収入など

村債

繰入金

繰越金

Ｈ22年度 Ｈ21年度

81万円

231万円

8万円

33万円

4万円

29万円

386万円

80万円

202万円

6万円

19万円

2万円

24万円

333万円1年間の収入合計

・計画的な財政運営をするため、税収、その他歳入の安定
性の程度に応じ財源を積み立てたり、財源不足の場合に
取崩したりするものです。
・この村の貯金である基金は、平成16年度の８億2,713
万円から年々増加傾向にあります。

積立基金現在高の推移積立基金現在高の推移積立基金現在高の推移積立基金現在高の推移積立基金現在高の推移
・学校・道路などの施設整備に充てる財源として活用され
る村の借金です。
・この地方債（借金）は、平成15年度の49億8,902万円
をピークに、年々減少傾向にあります。
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4.5

4.0

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

億億
積
立
・
取
崩
額

年
度
末
現
在
高

平成22年度平成18年度

積立基金の推移 地方債現在高の推移

平成19年度 平成20年度 平成21年度

8億7,6738億7,673
万円万円

8億7,673
万円

6,800万円6,800万円6,800万円

300万円300万円300万円

2億2,720万円2億2,720万円

2億1,309万円2億1,309万円

1億8,690万円1億8,690万円

2億2,720万円

2億1,309万円

1億8,690万円 1億9,590万円1億9,590万円1億9,590万円

1億6,583万円1億6,583万円1億6,583万円

1,500万円1,500万円1,500万円
0万円0万円0万円

1億0,999万円1億0,999万円1億0,999万円

9億9,5639億9,563
万円万円

11億5,84611億5,846
万円万円

9億9,563
万円

11億5,846
万円

12億5,34512億5,345
万円万円

12億5,345
万円

積立額
取崩額
年度末現在高　

50

40

30

20

10

0

10

5

0

億億
発
行
額
・
償
還
元
金

年
度
末
現
在
高

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

3億3,4903億3,490
万円万円

1億5,7001億5,700
万円万円

1億3,100万円1億3,100万円

5億5,3695億5,369
万円万円

5億6,3585億6,358
万円万円 5億3,3595億3,359

万円万円

3億3,490
万円

1億5,700
万円

1億3,100万円

5億5,369
万円

5億6,358
万円 5億3,359

万円

1億9,410万円1億9,410万円

5億2,9075億2,907
万円万円

1億9,410万円

5億2,907
万円

平成22年度

3億2,720万円3億2,720万円

5億2,4795億2,479
万円万円

3億2,720万円

5億2,479
万円

43億9,02243億9,022
万円万円

39億8,36439億8,364
万円万円

35億8,10535億8,105
万円万円

43億9,022
万円

39億8,364
万円

35億8,105
万円 32億4,60832億4,608

万円万円
32億4,608
万円

30億4,84930億4,849
万円万円

30億4,849
万円

14億4,93514億4,935
万円万円

14億4,935
万円

地方債現在高の推移地方債現在高の推移地方債現在高の推移地方債現在高の推移地方債現在高の推移

借入額
返済額（元金）
年度末現在高　



歳出歳入区　　分

公営企業会計の
資金不足比率

実質赤字比率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率

15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

―

―

11.7%

―

―

20.0%

35.0%

35.0%

西原村　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律

（財政健全化法）」により、村の財政状況を判断

するための健全化判断比率などの公表が義務付け

られました。

　公表するのは右表の４指標となり、平成22年度

決算に基づく指標は基準以内となりました。

　また、公営企業会計の工業用水道・簡易水道事

業の資金不足比率についても義務付けられました

が資金不足は生じませんでした。

財政健全化法に基づく

平成22年度決算の健全化判断比率及び資金不足比率をお知らせします。

特別会計決算 単位：万円 工業用水道事業

資金不足率20.0％
以上

資金不足比率 経営健全化基準

早期健全化基準 財政再生基準

78,704

3,071

42,645

5,395

6,920

237

85,565

3,071

46,816

5,562

7,886

328

1,0391,600
672－

－672
資本的

収　支
収益的収支

補てん財源（建
設改良積立金、
減債積立金等）

歳　出歳　入特　別　会　計

国 民 健 康 保 険

老 人 保 健

介 護 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

中 央 簡 易 水 道 事 業

森林開発公団分収造林
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これからについて
　古くなった車や家を修理する
（維持補修費）だけでは対応でき
ません。やがて新たな購入や家の
新・増築（投資的経費）の時期も
やってきます。
　より一層、日常生活費（物件
費）や家族への仕送り（補助費
等）など経費の節減と見直しが必
要です。

　家・車の修理代（維持補修費）や電気・水道代などの日常生活費など
は切り詰めてきましたが、義務的経費の医療費・介護費用など（扶助
費）、食費（人件費）は増加しました。
　また、国の経済危機対策による仕送り（国庫補助金など）を活用し
て、家の新・増築など（投資的経費）も積極的に実施しました。
　ローンの返済（公債費）など厳しい中でも、今後の万が一（災害等）
のことを考えて、貯金（積立金）をしました。

貯金残高や借金残高は

■支出は・・・

　1,000分の1に縮小してみます
と、貯金残高は145万円となって
います。
　また、借金残高は305万円で、
年収（386万円）より少なくなっ
てきている状況です。

　以上のように「西原さん宅」
の家計と同じく西原村の財政も
相変わらず厳しい状況です。
　収入が増えないのに、どうし
ても払わなければならないお金
が増えています。
　つまり、これから限られた収
入を、工夫して有効に使ってい
く努力をしていかなければ生活
が段々苦しくなっていきます。

支　　　出

食費

ローン返済

家・車の修理代

貯金

医療費・介護費用など

電気・水道代などの
日常生活費

家の増築、車の購
入代など

支出費目 歳出区分（性質別） Ｈ22年度 Ｈ21年度

67万円

28万円

35万円

57万円

4万円

64万円

20万円

344万円

63万円

29万円

26万円

58万円

12万円

38万円

11万円

304万円

人件費

物件費

扶助費

公債費

保険など － －
投資及び出資金
・貸付金など

家族への仕送り 69万円 45万円

積立金

1年間の支出合計

42万円 29万円次年度への繰越金（収入－支出）

投資的経費（道路・河川工
事、農業基盤整備、災害復
旧費など）

補助費等（一部事務組合
補助、その他補助）繰出金

維持補修費（建物、道路な
ど）

積立基金現在高の推移積立基金現在高の推移

8億7,673
万円

6,800万円

300万円

2億2,720万円

2億1,309万円

1億8,690万円 1億9,590万円

1億6,583万円

1,500万円
0万円

1億0,999万円

9億9,563
万円

11億5,846
万円

12億5,345
万円

3億3,490
万円

1億5,700
万円

1億3,100万円

5億5,369
万円

5億6,358
万円 5億3,359

万円

1億9,410万円

5億2,907
万円

3億2,720万円

5億2,479
万円

43億9,022
万円

39億8,364
万円

35億8,105
万円 32億4,608

万円
30億4,849
万円

14億4,935
万円

地方債現在高の推移地方債現在高の推移
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9
月
24
日
、
風
の
里
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て

「
第
9
回
お
や
じ
サ
ミ
ッ
ト
in
く
ま
も
と
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
の
後
、
８
つ
の
分
科
会
に
分
か

れ
て
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
家
庭
や
地
域

で
主
体
的
な
役
割
を
実
践
し
て
い
こ
う
と
す

る
お
や
じ
達
の
サ

ミ
ッ
ト
は
熱
気
を

帯
び
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
サ
ミ

ッ
ト
に
は
、２
４
０

名
の
参
加
が
あ

り
、
遠
く
は
北
海

道
や
宮
城
県
な
ど

か
ら
の
参
加
も
あ

り
ま
し
た
。

全
国
お
や
じ
サ
ミ
ッ
ト
in
く
ま
も
と

が
西
原
村
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

秋
晴
れ
が
広
が
っ
た
10
月
8
日
、
に
し

は
ら
保
育
園
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
園
児
た
ち
に
よ
る
か
け
っ
こ
や
ダ
ン

ス
な
ど
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
園
児
の
姿

に
、
会
場
か
ら
は
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

か
わ
い
ら
し
い
姿
に
大
歓
声

に
し
は
ら
保
育
園
運
動
会

　

9
月
25
日
に
福
岡
県
東
峰
村
へ
、
に

し
は
ら
女
性
活
動
推
進
協
議
会
34
名
に

て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。
東
峰
村
は
平

成
17
年
の
合
併
に
よ
り
誕
生
し
た
人
口

２
５
０
０
人
程
の
小
さ
い
村
で
小
石
原

焼
が
有
名
な
地
で
す
。
こ
の
小
さ
な
村

を
ど
う
売
り
込
む
か
と
観
光
案
内
人
を

募
り
、
地
元
人
に
よ
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
観
光
案
内
の
説
明
を
受
け
、
村
の

よ
さ
が
発
見
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
し

た
。
女
性
か
ら
見
た
西
原
村
の
魅
力
を

更
に
発
見
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

女
性
活
動
推
進
協
議
会　

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
し
は

ら
村
再
発
見
の
鍵

　

山
西
・
河
原
両
小
学
校
の
５
年
生

を
対
象
と
し
た
環
境
学
習
「
風
の
子

塾
」
が
９
月
27
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
で
６
回
目
を
迎
え
る
こ
の

学
習
会
は
、
風
力
発
電
所
の
運
営
に

出
資
し
て
い
る
電
源
開
発
と
ア
サ
ヒ

ビ
ー
ル
の
主
催
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
環
境
に
関
す
る
イ

ラ
ス
ト
入
り
の
凧
を
手
作
り
し
、
そ

の
後
扇
坂
展
望
所
付
近
の
原
野
へ
移

動
し
、
で
き
あ
が
っ
た
凧
を
揚
げ
て

風
の
力
を
体
感
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
風
車
タ
ワ
ー
内
部
の
見
学

な
ど
の
講
習
も
あ
り
、
環
境
へ
の
理

解
を
さ
ら
に
深
め
て
い
ま
し
た
。

風
の
子
塾

開会式の様子

分科会の様子



　

10
月
17
日
、
白
糸
の
滝
に
お
い

て
、
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
（
30
㎏
）
の
放

流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
緑
川
漁
協

に
よ
り
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
河
原
小
学
校
の
４
年
生
と
６

年
生
も
放
流
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
バ
ケ
ツ
に

入
っ
た
ヤ
マ
メ
の
稚
魚
を
、
や
さ
し

い
手
つ
き
で
放
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
同
日
、
金
山
川
に
も
ヤ

マ
メ
の
稚
魚
の
放
流
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

ヤ
マ
メ
が
棲
め
る
良
好
な
水
環

境
を
、
い
つ
ま
で
も
守
っ
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。　

ヤ
マ
メ
稚
魚
放
流
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9
月
24
日
と
10
月
1
日
に
阿
蘇
郡
市
中
学
新

人
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
の
個
人
戦
・
団
体
戦
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

団
体
戦
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
練
習
の

成
果
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
発
揮
し
、
男
子
・
女

子
と
も
に
西
原
中
学
校
が
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。
両
チ
ー
ム
と
も
11
月
6
日
に
熊
本
市
で
開

催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
戦
で
も
男
女
2
ペ
ア
が
10
月
29

日
に
八
代
市
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し

ま
す
。
出
場
ペ
ア
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

女
子　
　

坂
本
玲
奈
・
松
本
阿
子
ペ
ア

　
　
　
　
　

田
中　

怜
・
山
下
美
紅
ペ
ア

　

男
子　
　

秋
吉
亮
汰
・
内
田
隼
人
ペ
ア

　
　
　
　
　

坂
田　

純
・
山
内
秀
真
ペ
ア

西
中
テ
ニ
ス
部　

郡
市
新
人
大
会
優
勝

　

西
原
中
一
年
生
に
よ
る
農
業
宿

泊
体
験
事
業
が
9
月
14
日
か
ら
16

日
の
2
泊
3
日
の
日
程
で
65
名
の

生
徒
が
18
軒
の
農
家
に
宿
泊
し
、

農
作
業
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
農
家
で
甘
藷
掘

り
、
白
菜
苗
の
植
え
付
け
、
栗
拾
い

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
慣
れ
な

い
仕
事
ば
か
り
で
大
変
と
言
っ
て
い

ま
し
た
が
、
み
ん
な
で
協
力
し
て
仕

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

自
然
と
ふ
れ
合
い
、
食
の
大
切

さ
や
家
族
の
協
力
な
ど
学
校
の
勉

強
と
は
ま
た
違
っ
た
体
感
が
で
き

た
よ
う
で
す
。

里
の
子
塾

　
「
西
原
中
一
年
生
」

　

9
月
15
日
、
鳥
子
の
古
閑
地
区
で
、
子
ど
も

相
撲
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
相
撲
は
、
神
社

等
の
境
内
で
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
古
閑
の

山
中
に
設
け
ら
れ
た
土
俵
で
行
わ
れ
て
お
り
、

詳
細
は
不
明
で
す
が
、
昔
か
ら
の
伝
統
が
強
く

継
承
さ
れ
て
い
る
奉
納
相
撲
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
９
月
25
日
、

布
田
地
区
龍
王
社
境
内

に
お
い
て
、
布
田
地
区

の
奉
納
相
撲
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
土
俵
で
は
、

子
ど
も
達
に
よ
り
、
白

熱
し
た
相
撲
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

村
内
で
は
、
各
所
で

9
月
に
奉
納
相

撲
が
行
わ
れ
て

お
り
、
地
域
で

の
秋
の
訪
れ
を

感
じ
さ
せ
て
く

れ
る
伝
統
行
事

で
す
。

各
地
で
奉
納
相
撲
が
開
催
さ
れ
ま
し
た布田の奉納相撲 古閑の相撲場



　

10
月
11
日
、
大
津
警
察
署
管
内
在

住
の
警
察
官
O
B
30
名
か
ら
な
る
警

友
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
組
織
さ

れ
、
大
津
警
察
署
で
「
発
足
式
及
び

出
発
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今

後
、
管
内
（
西
原
村
・
合
志
市
・
大

津
町
・
菊
陽
町
）
を
パ
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
ま
す
。
県
内
で
の
犯
罪
件
数
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
大
津
警
察

署
管
内
は
微
増
傾
向
に
あ
り
、
西
原

村
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
と
と
も
に
児

童
・
生
徒
、
女
性
を
守
り
、
未
然
に

犯
罪
を
抑
止
す
る
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

「
警
友
会
防
犯

　
　

パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」結
成

　

10
月
15
日
、
西
原
村
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
、
大
切
畑

ダ
ム
に
お
い
て
周
遊
路
の
草
刈
等

の
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
、
西
原
村
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
動
と

し
て
恒
例
と
な
っ
て
お
り
、
今
回

は
53
名
の
方
が
活
動
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

清
掃
終
了
後
に
は
、
お
茶
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

「
シ
ル
バ
ー
の
日
」

　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

西
原
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
主
催
、
秋
季
大
会
が

10
月
３
日
か
ら
12
日
に
か
け
て
ナ
イ
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
は
、
６
チ
ー
ム
の
参
加
（
２
パ
ー
ト
リ
ー
グ

戦
方
式
）
で
行
わ
れ
、
連
日
白
熱
し
た
試
合
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
決
勝
戦
は
、
強
豪
「
Ｍ
ク
ラ

ブ
」
と
３
期
連
続
優
勝
を
目
指
す
「
高
遊
」
の
対
戦

と
な
り
ま
し
た
。

　

試
合
は
、「
Ｍ
ク
ラ
ブ
」
が
「
高
遊
」
を
終
始
圧
倒
し

見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
で
は
今
後
も
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の

普
及
と
振
興
を
目
的
に
、
新
規
加
盟
の
チ
ー
ム
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
職
場
や

気
の
合
う
仲
間
同
士
で

チ
ー
ム
を
つ
く
ら
れ
て

ど
し
ど
し
、
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　

愛
好
会
事
務
局

　

倉
田
・
坂
本

　

☎
2
7
9

　
　
　

‐
3
1
1
1

（
役
場
内
）

西
原
村
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
主
催

秋
季
大
会　
「
Ｍ
ク
ラ
ブ
」優
勝
！

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
10
月
16
日
、
滝

地
区
の
交
流
農
園
に
お
い
て
、「
白
糸

の
滝
収
穫
祭
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
穫
祭
に
は
、
県
内
各
地
か
ら
57

名
が
参
加
し
、
手
作
業
に
よ
る
稲
刈

り
や
、
い
も
掘
り
を
楽
し
み
ま
し

た
。
収
穫
後
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

や
、
地
元
滝
地
区
の
新
米
の
お
に
ぎ

り
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
と
滝
地
区
と
の
交
流
が

図
ら
れ
た
、
楽
し
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

白
糸
の
滝　

収
穫
祭
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健康ウォーキング教室開催

優勝したＭクラブ

10月19日の山西小一斉下校の様子
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国 保 通 信
〈平成23年９月末現在〉
　国保加入世帯数　1044世帯　　　　△ 2世帯
　被保険者数　　　2026人（136人）△ 6人
　※（　）は退職被保険者数　比較は前月末
９月支払（７月診療分）
　療養給付費：35,668,357円
※訂正：８月支払（６月診療分）は39,718,070円
※病院等の診療費(一部負担金を除く)

■ワンポイントこくほ　
　「医療機関の適正受診にご協力を！」③

◆重複受診はやめましょう
　重複受診とは、同じ病気で医療機関を次々と変更
して受診することをいいます。
　医療機関を紹介なく変更すると、そのたびに初診
料がかかり無駄な医療費がかかります。また検査や
処置、投薬など体にも負担をかけてしまします。か
かりつけ医をもち、まずは相談をしましょう。

　墓地は子々孫々大切にしていただくも

のであり、永代管理が必要となります。

　そのため、墓地を作る際には、法律に

より「都道府県知事の許可を受けなけれ

ばならない」と定められているため、関

係書類を添えて保健所へ許可の申請が必

要です。

　墓地の申請についての相談は事前に阿

蘇保健所へお問い合わせ下さい。

【問い合わせ先】 
　阿蘇保健所
　☎0967‐32‐0535（衛生環境課）

　また、一度埋葬された遺体や、埋蔵さ

れている焼骨を他の墳墓に移す際には、

改葬の許可を受けなければなりませんの

で、役場に申請をしてください。

【問い合わせ先】
　役場住民課　住民係
　☎096‐279‐3113 住民課国民健康保険（給付）☎279‐4389

墓地に関する諸手続きについて

■開催場所　　　西原村民グラウンド（雨天時はトレーニングセンター）
■準備するもの　運動のできる服装、履きなれた運動靴（雨天時は体育館シューズ）、タオル、
　　　　　　　　水分補給用飲料
■教室の内容　　体育指導委員によるウォーキング指導・保健師による健康アドバイス（1時間程度）
【問い合わせ先】住民課健康福祉係　☎279‐3113　　　教育委員会　☎279‐4424

　西原村では生涯元気で健康な村づくりのために、多く村民の皆様に健康で過ごして頂きという願
いを込め、「はじめの１歩」大作戦と名づけて、健康ウォーキング教室を下記とおり開催致しま
す。正しい姿勢で無駄の無い歩き方を身につけ、カロリー消費なども気にしながら自分自身の健康
づくりに役立ててみませんか？「はじめの1歩を踏み出さないことには始まらない！」と考え、皆
様のきっかけとなればという教室の開催です。家族や友人、ご近所やサークルなど、どなたでも参
加できます。この機会にぜひ「はじめの一歩」をはじめましょう。

■開催日時（各日時での教室内容は同じ内容となっています。）
　①11月17日（木）20時～21時　　
　②11月19日（土）20時～21時
　③11月29日（火）10時～11時　　
　④12月 4日（日） 8時～ 9時

にしはら健康づくりプロジェクト「はじめの１歩」大作戦

涯元気で健康な村づくりのために 多く村民の皆様に健康で過ごし健康 皆 健康

健康ウォーキング教室開催健康ウォーキング教室開催健康ウォーキング教室開催
健康づくりはまず歩くことからはじめましょう！



子どもの安全を守るためライター等の販売が規制されました！
　平成22年12月27日に消費生活用製品安全法

関係の改正法令が施行され、使い捨てライター

や多目的ライターの販売規制が開始

されました。

　経過措置終了後の平成23年９月27

日以降、本体にPSCマークが表示さ

れていないものは販売が禁止されま

した。

１　購入にあたっての注意

　ご購入の際には、本体にPSCマ

ークが表示されているかどうかご

確認ください。

２　使用にあたっての注意

・子どもの手の届かないところに置きましょう。

・子どもに触らせず、火遊びの危険性を教え

ましょう。

・不要なライターはきちんと捨てましょう。

経済産業省　商務流通グループ製品安全課

　　　　　　　　　　　　☎03‐3501‐4707

消費者庁　消費者安全課　☎03‐3507‐9201

＊規制に関する情報は、経済産業省の製品安全

ガイドHPをご覧ください。

http://www.meti.go.jp/product_safety/

ご存じですか？特別児童扶養手当 東日本大震災に伴う被災地派遣報告
　精神または身体に法令により定められた程度
の障がいがある20歳未満の児童について、児童
の福祉の増進を図ることを目的として手当が支
給されます。
　詳細につきましては役場住民課までお問い合
わせ下さい。
●手当を受けられる方
　児童を監護している父もしくは母、または父
母に代わってその児童を養育している方
⑴日本国内に住所があり、満20歳未満の障が
い児を養育している保護者であること
⑵児童が障がいによる公的年金を受けていな
いこと
⑶児童が児童福祉施設（通園施設は除く）に
入所していないこと
⑷保護者本人などの毎年の所得が基準以下で
あること　　

●手当の額
　手当は児童の障がいの状態により、障がい等
級１級または２級として認定されます。
　１級　月額　50,550円
　２級　月額　33,670円
●手当の支給
　受給資格が認定されると、申請月の翌月分か
ら４月・８月・11月にそれぞれ前月（11月は当
月）までの４か月分が支給されます。
【問い合わせ先】
　役場住民課　健康福祉係　☎279‐4397

　去る７月19日～26日まで、宮城県南三陸町で
の東日本大震災の災害支援活動（熊本県保健医療
チーム第21陣）に参加してきました。
　報道にある通り、言葉では語れないほどの惨状
でした。しかし、７月中旬には、ライフラインや
仮設住宅もほぼ整い、被災者の方々は、これから
の復興に向けて前向きに頑張っておられました。
行政機能や生活基盤が突然失われた中では、日頃
の人間関係や健康管理が、その後の生活に大きな
影響を及ぼしていました。

　西原村でも、地域
づくりや健康づくり
により一層取り組ん
でいくことが大切だ
と思いました。
　住民課
　　　蒲池　近江

図書室からのお知らせ
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南三陸町防災センター
献花台

避難所でのサロン活動の様子



無料「人権相談所」開設 「にしはら文化祭」
　　　　　　作品出展のお願い日　時：12月２日（金曜日）午前10時から午後３時

場　所：西原村構造改善センター

相談員：西原村人権擁護委員

　こんなことでお困りの方は、お気軽にご相談くだ

さい。（相談は無料です。秘密はかたく守られます。）

◎人権問題で困っているとき

◎家庭内のことでなやんでいるとき

◎隣近所との関係で困っているとき

◎借地・借家で困っているとき

◎相続・遺言でなやんでいるとき

◎金銭問題で困っているとき

◎いろいろな心配ごとや困りごとでなやんでいるとき

【問い合わせ先】　役場総務課　☎279‐3111

　教育委員会では、11月19日・20日に開催
されます「西原村ふれあい祭り」におきまし
て村民体育館・生涯学習センター（山河の
館）を会場に文化祭を開催します。
　住民のみなさまの日ごろ家庭でつくられた
作品を募集いたします。作品出展のご協力を
いただけます方は11月16日まで教育委員会
にご連絡をお願いいた
します。多くのみなさ
まのご出展をお待ちし
ています。
【問い合わせ先】
　教育委員会　☎279‐4424（直通）

♪新刊の一部をご紹介します
天上紅蓮
言ってはいけない！～部下と上司の禁句
タイム・ラッシュ～天命探偵真田省吾
やなりいなり
あおくんときいろちゃん
うんちしたのはだれよ
けんかの気持ち
寝たきりを防ぐ！ロコモ体操
ベビードレナージュ
ロングステイ50都市ランキング

寝たきりを防ぐ！
　　　　ロコモ体操

やなりいなり

渡辺　淳一
齋藤　　孝
神永　　学
畠中　　恵
レオ・レオニ

ヴェルナー・ホルツバルト
柴田　愛子
中村　耕三
山田　光敏

ラシン編集部【編】

『読書感想画』にご協力ありがとうござい
ました。お寄せいただいた感想画は、図書
室に展示いたします。ぜひご覧ください。
　また、感想画は引き続き募集していま
す。詳しくは、図書室までお尋ねくださ
い。

　★今月の読み聞かせ会★　　　
　毎月第３日曜日の午前11時から30分程度です。
　今月の開催は20日（日曜日）、当日はふれあいまつり
も開催されています。皆様のご来館をお待ちしておりま
す。
　山河の館図書室　☎279‐4425

　豊肥本線肥後大津駅（南口）と阿蘇くまもと空港を結ぶ新たな交通手段（空港ライナー）の試験運行
を実施しています。是非、御利用ください。
　時刻表等詳しくは、下記ホームページに掲載しています。
　　◎運行期間：平成24年３月25日（日）まで
　　◎運賃　　：無料
　　◎便数　　：１日47便
　　ホームページ　「阿蘇くまもと空港ライナー」
　　　　　　　　　　http://oaso-ozu.com/airline/
【問い合わせ先】熊本県交通政策課　☎096‐333‐2167

図書室図書室からのお知らせからのお知らせ図書室からのお知らせ
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阿蘇くまもと空港
空港ライナー（ジャンボタクシー等の専用車）の試験運行を実施しています。

肥後大津駅



　『農地』は食料生産の基礎として適正に利用
し、無断で農地以外のものにせず、荒らさず耕作
放棄地を防ぎましょう。自ら耕作できない場合
は、耕作を希望される方に貸し出しましょう。

＊農地に関する相談・お問い合わせは、農地が
所在する農業委員会へ！

　西原村農業委員会　☎279‐4396（直通）
＊月間に関するお問い合わせは、熊本県庁
　農地・農業振興課　☎096‐333‐2376

14

西原村の農業歳時記
　里芋の収穫風景です。
　西原村の里芋は、国の産地指定を受けてお
り、県内でも有数の産地で約２５ha栽培され
ています。３月下旬から４月にかけて植えつけ
られた里芋は、今が収穫の最盛期、出荷は来年
の３月いっぱいまでです。北九州を中心に、岐
阜などへ出荷されます。
（写真は桑鶴の水上さん）

役場産業課経済係　☎279‐3111

11月は「いきいき農地適正利用強化月間」です。
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？
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・
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国
際
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日
本
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
や
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基
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る
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、
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ま
た
、
女
性
に
対
す
る
暴
力
等
を
無
く
す
た
め
、「
ス

ト
ー
カ
ー
規
制
法
」（
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
の
規
則
に

関
す
る
法
律
）
や
「
Ｄ
Ｖ
防
止
法
」（
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律
）
が

制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
の
ち
の
教
育

女
性
の
人
権

　

10
月
号
か
ら
3
回
に
わ
た
り
「
女
性
の
人
権
」
に
つ

い
て
特
集
し
て
い
ま
す
。

熊
本
県
人
権
情
報
誌
「
コ
ッ
コ
ロ
通
信
」
よ
り

くまもとの宝「農地」を守り活用しよう！
「いきいき農地適正利用強化月間」

危険物取り扱いおよび消防設備士試験のご案内
　消防法の規定に基づき次のとおり試験が実施されます。
危険物取扱者
　期日　平成24年２月19日（日）　　受付　平成24年１月４日（水）から１月13日（金）まで
消防設備士
　期日　平成24年３月４日（日）　　 受付　12月19日（月）から平成24年１月５日（木）
　願書の配置　消防試験研究センター熊本県支部・熊本市消防局・県内各消防署に配置します。
【願書提出先・問い合わせ先】
　消防試験研究センター熊本県支部　熊本市九品寺1丁目11－4　　県教育会館4階　☎096‐364‐5005



　高遊中区では、人口増に伴う住民交流の希薄化を防ぐために、住民相互のコミュニケーション
を図り、様々な活動が行われています。
　今回、地域コミュニティの健全な発展を図ることを目的としたコミュニティ助成事業により区
用備品（テント、コピー機、書類整理棚など）が整備されました。
　このコミュニティ助成事業は、宝くじ普及広報事業
費を財源として財団法人
自治総合センターが助成
を行うものです。
　今後、高遊中区のます
ますの活性化が期待され
ます。
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こんにちは住民課です　☎279‐4397

肺を守りましょう！　～COPDとタバコ
　私たちの肺は、休むことなく呼吸運動をしています。鼻や口から吸った空気は、気管・気管支
を経てぶどうの房のような肺胞でガス交換が行われます。このぶどうの房がタバコの煙によって
炎症を起こしガス交換の役目を果たさなくなると、少し歩いただけでも息切れがするなどの症状
があらわれます。徐々に進むので自覚しないまま進行してしまいます。気道の慢性的な閉塞によ
り肺への空気の流れが悪くなる病気の総称を慢性閉塞性肺疾患（COPD）と言います。
　喫煙しない人も、副流煙はタバコから直接吸い込む煙
と比べ有害物質が多く含まれるため注意が必要です。
　肺胞の大部分は乳幼児期に90％発育し、その後ゆるや
かに思春期まで発育が続きます。発育期は特に、副流煙
による障害が起こりやすい時期です。一度破壊された肺
胞は、元には戻りません。
　自分と身近な人の身体のために、禁煙・分煙について
皆さんの意識を高めることが必要です。

役場住民課　☎279‐4397

高遊中区に宝くじ助成事業で区用備品を整備

企画商工課　☎279‐3112

　役場一階の当直室向いの部屋を改修して相談室を設け
ました。（裏玄関すぐ）
　福祉問題・家庭問題・児童虐待・自殺対策・消費生活
問題・多重債務問題等わからないことがありましたら専
門窓口を紹介します。
　気軽に相談してください。
【問い合わせ先】　役場住民課　☎279‐3113

役場内に住民相談室ができました



Ｒebeca’s Twitter
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おひさま通信おひさま通信おひさま通信
　実りの秋を迎えました。子ども達にとっては、自然と触れ合う良い季節です。戸外に出て、秋の自然
を見たり触れたり色んな経験ができると良いですね。
　何をするにも気持ちの良い季節ですが、季節の変わり目は、体調を崩しがちになります。朝夕と日中
の気温の変化にも気をつけながら、手洗い・うがいをするなど、これからの季節は感染症の予防も心掛
けましょう。

にしはら保育園子育て支援センター　☎279‐2054

備えあれば…

「消したはず 決めつけないで もう一度」

総務課　防災係　☎279‐3111【内線215】

火事は消防署１１９番または役場279-3111に通報

災いを防ぐ！

９月の活動

関東にしはら会関東にしはら会
第５回定時総会のご案内第５回定時総会のご案内
関東にしはら会関東にしはら会

第５回定時総会のご案内第５回定時総会のご案内
関東にしはら会

第５回定時総会のご案内
関東にしはら会会長　矢野　信一

●看護師の池田朗子さんに、救
急法の講習をしていただきま
した。
●29日には、たんぽぽハウスと
の交流で、落花生引きを体験
させていただきました。
　　土の感触を楽しみながら、
ゴロゴロ出てくる落花生に大
喜びの子ども達とお母さん方
でした。

子育て支援室

※にしはら保育園では、緊急の場合や冠婚葬祭など一時預かり
　を行っています。お気軽にご相談ください。

11月の活動予定

・９日（水）「ぺぺぺらん」お話会（エプロンシアターなど）
・20日（日）西原村ふれあい祭　子育て支援フリーマーケット
　　　　　（午前10時から午後２時まで）
・30日（水）身体測定

秋季火災予防週間
　火災が発生しやすい気候となる季節を迎える
にあたり、火災予防思想の普及を図り、もって
火災の発生を防止し、高齢者等を中心とする死
者の発生を減少させるとともに財産の損失を防
ぐことを目的に全国一斉に実施されます。

今年の火災予防の標語です。就寝前にもう一度
火の元のご確認をお願い致します。

■ワンポイント
●火災の原因で多いのは、意外にも放火や放
火の疑いの不審火です。これらを予防する第
１歩として、家などの周りに、燃えやすいもの
を置かないようにしましょう。

火災が発生したら…
　初期消火が大切です。しかし服装や、貴重品
に執着せず逃げ遅れないように心がけることも
大切です。

　３月11日の東日本大震災は、大変な被害をもた
らしました。被災された皆様方には心よりお見舞
い申し上げます。
　来年は関東にしはら会定時総会の開催年となり
ます。会員同士の親睦を深め、また、西原村との
情報交換を活発にするため、次の要領で第５回総
会を開催します。
開催日　平成24年２月12日（日）
時　間　12：00～16:00（11時より受付開始）
場　所　スクワール麹町５階「全芙蓉の間」　
内　容　第１部　総会・西原村の近況報告　
　　　　第２部　懇親会・抽選会
最寄駅　ＪＲ四ッ谷駅（麹町口）正面、地下鉄丸

の内線・南北線四ッ谷駅より徒歩1分
※当日は、参加人費と年会費を受付にて集めさせ
ていただきます。
※学生も含め、関東在住の方をご存じの方は、お
声かけをお願いいたします。
【問い合わせ先】関東にしはら会運営幹事長
　前鶴哲郎　☎0422‐21‐7726



幸多朗さん･聖子さん(田中)
じいちゃん、ばあちゃん
いつもありがとう！！

賢吾さん･理絵さん (小森 )
お兄ちゃんいっぱい
遊んでね！

新次郎さん･堅代さん(桑鶴)
お姉ちゃん、お兄ちゃん
いっぱいあそんでね♡

NISHIHARA　BABYみてみて！未来のにしはらヒーロー・ヒロインたち！みてみて！未来のにしはらヒーロー・ヒロインたち！
「お誕生学級」におじゃまして、写真を撮らせて頂きました。むぞらしかですね！

むらかみ りん か

村上　凜華ちゃん

Vol.13

ホッとNEWS
企画商工課情報政策係

The JLPT 

On December 4th, I will take the Japanese Lan-

guage Proficiency Test, or the 日本語能力試験. Even 

though I'm taking a low level test, I think it will be 

difficult. Learning another language is challenging, 

but rewarding. As we say in English, "No pain, no 

gain." Communication is important, and the best 

thing you can do to start communicating is to open 

your mouth. It's a good way to train your mouth to 

speak in a different language. And don't worry about 

making mistakes! Nobody's language skills are 

perfect! I want to encourage anyone who wants to 

learn a foreign language. If you want to speak Eng-

lish better, you need to start speaking first.

～Rebeca～

日本語能力試験

　12月4日は、日本語能力試験に挑戦します。低

いレベルですが、難しく感じています。ほかの言

語を学ぶということは大変な事ですが、価値ある

ものです。英語で「痛みなく、得るものなし」と

いう言葉があります。コミュニケーションは重要

で、コミュニケーションを始める第一歩は、まず

口を動かすことです。ほかの言語において、口を

慣れさせるという事は効果的です。そして、間違

いを恐れないということです！誰も完璧な言葉を

話す人はいません！外国語を勉強したいと思う人

には、ぜひ勧めたいですね。もっと英語をうまく

話したければ、まず話すことですよ！

レベッカ

ＲebecaＲebeca’sＲebeca’s TwitterTwitterTwitter
レベッカのつぶやき

くらもと ともはる

藏本　友治くん
おお た づきみ

太田　堅月ちゃん

伸一さん･未央さん(高遊西)
お姉ちゃんたち、たくさん
あそんでね♡

基樹さん・藍さん(河原団地)
歌とダンスが大好き！
おてんば娘です！

元浩さん・友加さん (小森 )
太陽の陽です！元気いっぱいたく
ましい男の子になるぞ！！

いわさき か りん

岩﨑　夏凛ちゃん
ほり た ゆき じ

堀田　倖路ちゃん
たけした はる

竹下　　陽くん

17 広報西原11月号

おひさま通信

関東にしはら会
第５回定時総会のご案内
関東にしはら会

第５回定時総会のご案内
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県
で
は
、
特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日

労
働
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
来
所
ま
た
は

電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

11
月
13
日
（
日
）

　

労
働
時
間
、
育
児
休
業
・
介
護
休
業
等

12
月
11
日
（
日
）

解
雇
、
退
職
勧
奨
・
退
職
、
退
職
金
等

相
談
時
間
帯　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

【
場
所
・
問
い
合
わ
せ
先
】 

　

パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６‐

３
５
２‐

３
６
１
３

講
習
内
容　

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基
本
か

ら
。
エ
ク
セ
ル
３
級
の
検
定

試
験
実
施

受
講
資
格　

受
講
終
了
後
す
ぐ
に
仕
事
に

就
き
た
い
人
等

定　
　

員　

20
人
。
選
考
に
て
決
定

受
付
日
時
・
場
所　

12
月
７
日
（
水
）
、
８

日
（
木
）
午
後
１
時
〜
４
時

く
ま
も
と
県
民
交
流
館
パ
レ
ア
会
議
室
３

講
習
期
間　

平
成
24
年
１
月
13
日
〜

　
　
　
　
　

２
月
10
日
（
月
〜
金
）

　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

費　
　

用　

教
材
費
、
検
定
料
は
自
己
負
担

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

パ
レ
ア
し
ご
と
相
談
・
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
６‐

３
５
５‐

４
３
０
９

　

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ま
、「
労
働
保
険
」

の
加
入
手
続
き
は
お
済
で
し
ょ
う
か
。

　

「
労
働
保
険
」
は
、
事
業
の
種
類
や

規
模
に
関
わ
り
な
く
、
農
林
水
産
業
の

一
部
を
除
い
て
、
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
事
業
主
は
、
加
入
手
続

き
を
行
い
労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
卸
・
小
売
業
・
飲

食
業
等
を
中
心
に
、
加
入
手
続
き
が
さ

れ
て
い
な
い
事
業
場
が
か
な
り
の
数
残

っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
解
消
に
向
け
厚
生
労
働
省
で

は
、
年
間
を
通
じ
た
広
報
を
行
う
と
と

も
に
、
11
月
を
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
と
定
め
て
、
労
働
保
険
の

適
用
促
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

労
働
者
の
方
が
業
務
上
や
通
勤
途
上

に
お
い
て
負
傷
し
た
り
、
病
気
に
か
か

っ
た
り
、
あ
る
い
は
不
幸
に
も
死
亡
さ

れ
た
場
合
に
必
要
な
労
災
保
険
給
付
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ま
た
、
リ
ス
ト

ラ
や
倒
産
等
に
よ
り
失
業
し
た
場
合
の

失
業
給
付
や
、
在
職
中
に
お
け
る
育
児

お
よ
び
介
護
休
業
給
付
等
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
、
速
や
か
に
保
険
手
続
き
を
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
菊
池
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
６
８‐

２
５‐

３
１
３
６

　

熊
本
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
６‐

２
１
１‐

１
７
０
２

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進
強

化
期
間
で
す

　

熊
本
県
で
は
、
救
急
医

療
体
制
の
強
化
策
と
し

て
、
今
年
12
月
下
旬
に
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
（
基
地
病

院
：
熊
本
赤
十
字
病
院
）

の
運
航
開
始
を
予
定
し
て

お
り
、
現
在
、
救
急
搬
送

を
担
っ
て
い
る
県
防
災
消

防
ヘ
リ
「
ひ
ば
り
」
と
連

携
し
、
２
機
で
救
急
医
療

活
動
を
行
う
体
制
を
つ
く
り
ま
す
。

（
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
）

・
一
般
の
方
が
ヘ
リ
を
呼
ぶ
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
１
１
９
番
で
連
絡
を
受
け
た

消
防
９
機
関
が
、
患
者
の
け
が
や
病
気

の
状
況
な
ど
か
ら
、
ヘ
リ
で
運
ぶ
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
た
場
合
に
呼
ぶ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
で
の
移
動
に
か
か
っ
た
費
用
を
支

払
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
出
動
し

た
医
師
な
ど
が
行
う
治
療
に
要
す
る
費

用
は
支
払
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
ヘ
リ
が
飛
来
し
た
際
に
は
、
危
険
で
す

の
で
、
近
寄
ら
ず
、
消
防
機
関
の
指
示

に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

（
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
）
熊
本
赤
十
字
病
院
建

築
推
進
室

　

☎
０
９
６‐

３
８
４‐

２
１
１
１

（
ヘ
リ
救
急
搬
送
体
制
）
熊
本
県
医
療
政

策
課　

☎ 

０
９
６‐

３
３
３‐

２
２
４
６

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
運
航
を
開
始
し

ま
す
！

　

放
送
大
学
で
は
、
平
成
24
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自

然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　

出
願
期
間
は
２
月
29
日
ま
で
。

　

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
６‐

３
４
１‐

０
８
６
０
）
ま
で
ご

請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
で
は
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人

権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
人
権
相
談
活
動

を
強
化
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
を
実
施
し
ま
す
。

期
間　

11
月
14
日
（
月
）
か
ら
20
日
（
日
）

時
間　

平
日　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　
　
　

午
後
７
時
ま
で

　
　
　

土
日　

午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

専
用
電
話
番
号

　
　
　

０
５
７
０‐

０
７
０‐

８
１
０

相
談
担
当
者　

人
権
擁
護
委
員
、
法
務
局
職
員

相
談
内
容　
　

夫
婦
、
Ｄ
Ｖ
、
女
性
差
別
等
女

　
　
　
　
　
　

性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
女

　
　
　
　
　
　

性
問
題

＊
相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

特
定
テ
ー
マ
ご
と
の
日
曜
日
労
働

相
談
の
お
知
ら
せ

パ
ソ
コ
ン
技
術
講
習
会
受
講
者
募
集

放
送
大
学
４
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

全
国
一
斉　

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
強
化
週
間
に
つ
い
て



村のうごき
総務課
企画商工課
教育委員会
議会事務局
会計課
税務課
産業課
経済係《農業委員会》
土木建築係
地籍調査係
住民課
住民・環境衛生係
健康福祉係
国保係
にしはら保育園

●９月30日現在の人口です

※高齢化率とは、65歳以上の人が人口に占める割合です

人口　　6,989人（＋13）
男性　　3,418人（＋５）
女性　　3,571人（＋８）
世帯数　2,416世帯（＋７）
高齢化率　　　23.9％

（前月比） 279‐3111
279‐3112
279‐4424
279‐4364
279‐4394
279‐4395

　
279‐4396
279‐3114
279‐4417

　
279‐3113
279‐4397
279‐4389
279‐2054

構造改善センター

社会福祉協議会（のぎく荘）

生涯学習センター(山河の館)

279‐3890

279‐4141

279‐4425

役場各課・係 直通ダイヤル☎

ONE SHOT

　高遊原南消防本部で、10月29日に行われた、

屋内消火栓操法大会の練習風景です。

　西原村の事業所からは、ナカヤマ精密、真和館、

お菓子の香梅、そよ風、共和と西原村役場が出場

しました。各チームとも大会に向けて、日々練習

を行っておられました。

　大会結果は、次号でご紹介します。

村の機関☎

土日、祝祭日は279‐3111へ
お願いします

「油断」
　何でも順調に事が進んでいるときは油断が

生ずる。事を始めるときの慎重さや緊張感や

危機意識が薄らぎ何でもないことで失敗をし

てしまう。体調管理も正にそのとおりであり、

絶好調な体調の時ほど無茶をしてしまう。「油

断するな」という言葉は、チャンスや挑戦等、

攻めの態勢で勢いがあるときに使うのが似合

うような気がする。

西原村

お悔やみ申し上げます

上村ケイ子（90） 上村　紘一 小野

平成23年10月13日現在

お がた ゆうせい

いまさか りゅうと

かね こ ゆう ま

え がわ あき は

さかにし あい る

よねみつ あや

くろ だ しょうきろう

故人名（年齢） 遺族氏名 地区名

お誕生おめでとうございます

緒方　悠星くん

今坂　瑠人くん

金子　優真くん

黑田　昇輝郎くん

江川　秋羽ちゃん

米満　　絢ちゃん

坂西　愛瑠ちゃん

（化粧塚）

（小森）

（緑ヶ丘）

（小森）

（小森）

（緑ヶ丘）

（万徳）

H23.9.13

Ｈ23.9.15

Ｈ23.9.18

Ｈ23.9.20

Ｈ23.9.21

Ｈ23.9.21

Ｈ23.10.7

柔剛さん

保博さん

昌樹さん

康男さん

和信さん

哲也さん

輝紀さん

平成23年10月13日現在

氏名（地区） 生年月日 保護者

「油断するなという励ましの言葉」
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西原村社会福祉協議会

熊本県阿蘇郡西原村大字小森572

☎279-4141
　279-4140相談専用
　279-4388FAX

284号 ふれあいネットワークふれあいネットワークふれあいネットワーク

お 礼

　次の方々より故人のご供養のため社会福祉協議会に多
額の寄附をいただきました。故人のご冥福をお祈りしま
すと共に心からお悔やみ申し上げます。

集落名 氏　　名 金　　額

　次の方々より福祉事業に役立てて下
さいとご寄付いただきました。

一般寄付香典返し

　この尊い浄財は、ご寄附いただきました各位の趣意に添うべく、社会福祉のために有効に使用させていただきます。
ありがとうございました。〔敬称略させていただき掲載については承諾を得ています。10月17日受付け分まで掲載〕

匿　名（2組）
匿　名
上村　紘一集落名

小野
故人氏名
上村ケイ子

遺族氏名
上村　紘一

20,000円
30,000円
200,000円小野

西原中学校2年生職場体験学習西原中学校2年生職場体験学習西原中学校2年生職場体験学習

東日本大震災義援金報告について

誰でも、気軽に、楽しくできるボランティア活動で「温かい村づくり」を目指そう！も、気軽に、楽しくできるボランティア活動で「温かい村づくり」を目指

11月11月は“ボランティア月間“ボランティア月間”11月は“ボランティア月間”
　快適でみんなが住みやすい村であるために、私たちに出来ることって何でしょう。
　ボランティア活動とは、誰もが人間らしく豊かに暮らしていける地域社会を目指し、それぞれ一人ひと
りが身近なところで
「自分にできるこ
と」を考え、自分か
ら行動する活動のこ
とです。
　ボランティア活動
を通して、より“心
ふれあう村づくり”
をみんなで創ってい
きましょう！

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
っ
て
何
で
し
ょ
う
？

★障害に関する地域懇談会を終えて★
　毎年実施されている、何らかの障害をお持ちの方を
対象にした地域懇談会が７月～８月にかけて９ヶ所の
公民館で行われました。
　行政より福祉制度について、身体障害者福祉協会よ
り会の活動、そして地域活動支援センター「たんぽぽ
ハウス」の活動について等の情報をお伝えして、皆さ
んからもいろんなご意見を聞くことができました。
　早速、ご相談を受けながら改善できることは改善し
ていき、障害をもっておられる方が少しでも楽しみを
持って生きがいある生活ができて、いつまでも安心し
て暮らせる
ようご支援
させていた
だきたいと
思います。

　９月５日から５日間、濱田彩さん（秋田）と千原麻美さん
（高遊）の２人は、今回の職場体験学習を通して働くこと
の喜びや厳しさ、社会人としての心構えを学ぶことを目的
に、デイサービス、ホームヘルプサービス等の体験学習に
参加してくれました。
　恥ずかしさの中にも、一生懸命ご利用者の方へ笑顔で言
葉かけをしてくれたり、与えられた仕事内容をテキパキと
さばき、作業の速さに感心させ
られました。



もう一つのサロン

ふれあいふれあい・いきいきサロン活動紹介いきいきサロン活動紹介ふれあいふれあい・いきいきサロン活動紹介いきいきサロン活動紹介ふれあい・いきいきサロン活動紹介

　この日は、人権擁護委
員さんによる「問題解決
のお手伝い」についてビ
デオを見ながら勉強会！
真剣に聞き入っておられ
たはず、参加された方か
らは「勉強になりました」
との声も聞かれました。

　

今
回
初
め
て
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
協
力
会
員
さ
ん
で
登
録
頂
い
た
廣

瀬
恵
美
子
さ
ん
（
前
鶴
）
に
、
田
崎

京
汰
く
ん
（
万
徳
）
の
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
家
で
は
お
じ
い

ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
と
て
も
懐

い
て
く
れ
て
、
膝
の
上
で
抱
っ
こ
さ

れ
た
り
〝
ゆ
っ
た
り
〞
と
し
た
ふ
れ

あ
い
の
時
間
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま

し
た
。 　日ごろより日本赤十字社の活動についてご理解とご協力をいただきあり

がとうございます。
　また、東日本大震災義援金について皆様から多くの義援金をお寄せいた
だき誠にありがとうございました。９月30日現在の日本赤十字社熊本県支
部への送金額をご報告させていただきます。

　また、９月24日特別養護老人ホームみどりの館の秋まつりにおいて西原
中学校の２、３年生の４名が NPO法人たんぽぽハウスの協力のもと、バ
ザーの売上を義援金としていただきました。

下小森サロン
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ふれあいネットワーク

今回送金額　￥30,026　
内訳（西原中学校　￥14,565　西原村役場募金箱　￥15,336
のぎく荘募金箱　￥125）（義援金累計額　￥5,529,297）

西原中学校2年生職場体験学習

ろより日本赤十字社の活動についてご理解とご協力をいただき

東日本大震災義援金報告について東日本大震災義援金報告について東日本大震災義援金報告について

11月は“ボランティア月間”　区長さん飛び入りに拍手！
　輪投げをされたもの
の「むずかしか～」とギ
ブアップ？
　毎月されている皆さ
んとは少し違ったようで
した。また、遊びに来て
下さい！

新所サロン

　男性と女性別々に離
れて座っていらっしゃ
ったので何事かと思い
きや女性に圧倒された
との事（？）。
　同じテーブルを囲ん
でからは安心の笑みが
こぼれていました。

日向サロン

　「何やかんやでなご～出
来まっせんでした」と久し
ぶりのサロンには沢山の方
が参加されました。
　手先の運動の為に花紙を
丸める作業も手と同じ位お
口の方の運動も出来ていま
した。やはり手と口の動き
は別物なんですね。

　日向・下古閑合同サロンは毎月第３火曜日、お互い
の公民館を交互に開催されています。
　話が良く聞こえるように小さく囲ったテーブルの上
には持ち寄りの茶請けが並べられていましたが話が忙
しい忙しい。それどころではない様子でした。

「日舞にフラダンス・ハーモニカ演奏、そしてバナナの
叩き売り」と各地のサロンではボランティアさんを呼ん
で大衆演芸風の楽しい時間を過ごされ、会場からは大き
な拍手が送られていました。

馬場サロン

高遊サロン布田サロン



西原村陸上協会が発足

第
１
０
６
話

　

阿
高
式
土
器（
縄
文
土
器
）

　10月１日、西原村に陸上協会が発足しました。河上
重幸さんを会長に、計９名でのスタートとなりました。
　本格的な活動は新年度からとなるようですが、活動内
容は、週１回程度の合同練習や、普及のための教室など
企画していくそうです。
　競技のみでなく、健康づくりの一環として走ってみた
い方、陸上への興味関心がある方など、入会希望をされ
る方は、事務局（教育委員会）までお気軽にお問い合わ
せください。
　主な役員を紹介します。
　会　　長　　　　河上重幸（土林）
　副会長兼理事長　東　留雄（星田）
　事務局長兼会計　南利武範（新所）
【問い合わせ先】　教育委員会　☎279‐3111

SLightpot

スポットライト

「さつまいもの重ね煮」「さつまいもの重ね煮」「さつまいもの重ね煮」

さつまいも　60ｇ
りんご　　　10ｇ
砂糖　　　　 4ｇ
水　　　　　20ｇ
マーガリン　 2ｇ

材料（１人分）

①　さつまいもはきれいに洗って皮をむ
き、厚めの半月切かイチョウ切りにす
る。水につけてアクを抜く。

②　りんごは洗って芯を取り、イチョウ切
りにする。

③　鍋に、さつまいも・りんご・砂糖の順
番に重ねていく。所々にマーガリンを
のせ、水を入れる。

④　中火にかけ、煮る。時々鍋をゆすり焦
げないようにする。

＊　さつまいもは皮付きのままでもいいです。甘味は好みで加減してください。
　　マーガリンの変わりにバターでもいいです。マーガリンやバターがなくてもお
いしくできます。

作り方

西原中学校　10月14日給食
作っちゃ

おう

食べちゃ
おう！

エネルギー　114kcal
ビタミンC　　17㎎
食物せんい　 1.6g

栄養価（１人分）

表紙説明

　今月の表紙は、にしはら保
育園の運動会の様子です。園
児の一生懸命な姿と、応援席
の大人たちの笑顔が印象的で
した。
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